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千葉県におけるアスパラガスの歴史は永く、明治末期

に観賞用として試作された記録がある（1985、千葉県)。

1970年代には転作品目として換金作物が模索されるなか

で、山田町、芝山町などで産地化への取り組みがなされ

てきた。しかし、いずれの場合も、茎枯病蔓延による収

量の低下や価格の低迷などによる収益不足から、産地化

にまでいたることはなかった。

近年、九州を始めとする西南暖地を中心に、ハウス半

促成長期どり栽培が発達した（1996,大串ら)。この栽

培方法は雨のかからないハウス内で栽培されるため、病

害の発生が少なく（1990、小林ら)、さらに従来は株の

養成期間とされていた夏秋期にも収穫ができることから、

収量が飛躍的に増加した（1994、伊藤ら）とされている。

この半促成長期どり栽培の導入により、茎枯病の蔓延

や収益性の不足といった本県におけるアスパラガスの産

地化の阻害要因を取り除ける可能性があった。さらに、

本作型を活かした新しい産地の育成のためには、本県の

気象条件に適した栽培方法を確立する必要があった。

本県における半促成長期どり栽培において、収量を決

定する要因のなかに、以下の４点が考えられた。第１点

として、春芽収穫は価格、作業性で優れるが、若芽の生

長は貯蔵根の貯蔵養分に依存しており、収穫期間を引き

延ばしすぎると、貯蔵養分を過度に消耗することになる。

両者のバランスが取れ、最も多く年間収量が得られる最

適な春芽収穫期間を明らかにする必要があった。第２点

として、半促成長期どり栽培では夏秋芽収穫期間中に成

熟茎を立茎し、株を養成しつつ収穫を行うが、株当たり

の立茎本数が少ないと株の消耗により収量が期待できな

い。反対に立茎本数が多いと、立茎が揃うまでの期間が

長くなり、夏秋芽の初期収量が減少すると考えられた。

そこで、年間収量が最大となる立茎本数を明らかにする
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必要が考えられた。第３点として、夏秋期の収量を増や

すために、充実した地上部を育成し、貯蔵根への転流を

多くさせることが求められると考えられた。そこで、夏

秋芽収量が最大となる茎葉管理技術確立のために摘心位

置を明らかにする必要が考えられた。第４点として、ハ

ウスアスパラガス栽培では、かん水が収量を決める重要

なポイントであったとされている（大串ら、1994）が、

かん水の位置にまで言及した事例はみられない。そこで、

夏秋期のかん水位置を明らかにする必要が考えられた。

以上のことから、本試験では、収量増加のポイントと

なる立茎から夏秋芽収穫を中心に、春芽の収穫期間、立

茎の本数、摘心位置、かん水位置が収量に及ぼす影響を

明らかにすることを目的とした。

また、集約的なハウス栽培では、揃いが良く、品質が

高い品種が望まれる。この条件を満たす原品種は、「UC

l57」であると考えられたが、これを原品種とした品種

は取扱業者が多く（永井、1994)、それぞれの品種の生

育特性は必ずしも明らかではない。そこで、「UC157」

系統である「ウェルカム」（サカタのタネ）、「グリーン

タワー」（協和種苗）の２品種の比較を行った。

さらに、従来よりアスパラガスの雄株は雌株よりも収

量性が高いとの報告が多くあった（八鍬、1986）が、現

在主流の上記のような交配種で、なおかつ定植後の株養

成期間がほとんどないため比較的若年性の株を用いる半

促成長期どり栽培においては、雌雄間の収量格差は５％

以内（上杉ら、1982）との報告や、むしろ雌株の方が重

量としての収量性は高かった（池内ら、1999）との報告

があり、雌雄性については考慮する必要はないと判断し

た。そのため、本試験においては、現地栽培状況と同様

の雌雄混植とした。

本研究の実施に当たって、千葉県農業総合研究センター

生産技術部野菜研究室の諸氏に栽培や調査の協力をいた

だいた。ここに記して感謝の意を表す。

Ⅱ材料及び方法
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試験は、1998年から2001年の４年間、千葉県農業総合

研究センター生産技術部野菜研究室（表層腐植質黒ボク

土）の間口4.5ｍ、奥行き14ｍ，軒高2.7ｍ、厚さ0.1ｍの

農ビ展張パイプハウスで実施した。

播種は、1997年２月24日、定植は６月23日にうね間

'35cm、ベッド幅60cm、株間35cmの一条植え、栽植株数

2,188株/lOaで行った。基肥は窒素、リン酸、加里成分

量でそれぞれ10a当たり３０，４２，３５kgを全面施用した。

２年目以降からは12月中旬に同２０，３０，２０kgを通路へ施

用した。追肥は、収穫期間中30日おきに同3.0,1.9,2.6

kgをベッド上に施用した。かん水は、試験４を除いて、

春芽収穫時はベッド全体に、立茎後は通路に、週２～３

回、１回当たり５mmを行った。

立茎作業は、以下のような手順で行った。春芽収穣を

終了した日から作業を開始し、規定の本数の若芽を放任

して、擬葉を展開させた。新しい出芽が始まり、立茎と

した若茎の地際付近が硬化した時期に土寄せを行った。

その後、伸長してきた若茎を夏秋芽として収穫した。春

芽収穫終了日から夏秋芽収種開始日までの期間を立茎期

間とした。

収穫は毎日１回、２５cm以上に伸長した若茎を地際から

切りとり、上部から25cmで切りそろえて収量とした。収

穫した若茎の長さを25cmとしたときの重さが１本当たり

５９以上であり、穂先の開きや曲がりがないものを上物

収量とした。

試験規模はｌ区５株、２反復とした。

１．春芽収種期間が年間収量に及ぼす影響

1998年に２年生株を供試して、春芽収穫期間が年間収

量に及ぼす影響を調査した。試験区は、１月23日の春芽

収種開始から８週間後の３月20日に立茎を開始した試験

区を８週間区とし、以降２週間ごとに春芽収穫期間を延

ばし、それぞれ10週間区、１２週間区とした。

１月８日に二重カーテンで保温を開始した。立茎本数

は株当たり５本（14.3本/、）とした。

２．立茎本数が夏秋芽収量に及ぼす影響

1999年に３年生株を供試して、立茎本数が夏秋芽収量

に及ぼす影響を調査した。試験区は、株当たりの立茎本

数を４本、５本、６本とし、それぞれ４本区、５本区、

６本区として、各区の夏秋芽の収量を比較した。

立茎作業は春芽収種を終了した1999年３月25日から行

い、茎径1.2cm以上の若茎を立茎とした。１月８日に保

温を開始し、春芽収穫日数は60日とした。

３．摘心位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

2000年に４年生株を供試して、摘心位置が夏秋芽収量

に及ぼす影響を調査した。試験区は、地際からの摘心位

置を90cm、110cm、130cmとし、それぞれ90cm区、１１０cｍ

１４

区、130cm区とした。規定の草丈になった時点で、順次

摘心を行った。

生育期間中、地際から60cmの高さまでの擬葉、および

ベッド幅60cm以上に伸長した擬葉は除去した。地上部が

完全に黄化した12月15日に地上部を刈り取り（冬刈り)、

試験区ごとに地上部重を測定した。地上部群落内の密度

を明らかにするために、冬刈り時の地上部重を擬葉の繁

茂体積で除した値を、冬刈り時の茎葉密度として求めた。

ここで、擬葉の繁茂体積は、擬葉が除去されずに繁茂が

可能となった空間、すなわち地際から60cmより各摘心位

置までの高さ、ベッド幅、株間から算出される空間の体

積とした。擬葉の繁茂体積は摘心の高さから各試験区で

異なり、９０cm区で0.063㎡/株、110cm区で0.105㎡/株、

130cm区で0.147㎡/株である。

立茎本数は株当たり５本（14.3本/、）とした。保温

は１月８日に開始し、春芽収穫日数は60日とした。

４．かん水位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

2001年に５年生株を供試して、かん水位置が夏秋芽収

量に及ぼす影響を調査した。試験区は、きつい放物線状

に散水するエバーフローＡ型（三石アグリ）を通路に設

置し、通路およびベッド側面に散水した通路区、ほぼ水

平に散水するスミホースsl80-15（住化農業資材）を通

路に設置し、通路およびベッド全体に散水したベッド区

とした。かん水の処理は夏秋芽収穫期間行い、いずれも

週１～２回、１回当たり５mmのかん水量とした。

テンシオメータをベッド中央部の深さ15cmに設置し、

毎日午前９時にｐＦ値を測定した。

Ⅲ結 果

１．春芽収穫期間が年間収量に及ぼす影響

第１表に春芽収穫期間が異なるアスパラガスの春芽お

よび夏秋芽の上物収量を示した。春芽収量は、収種期間

が長いほど多く、「ウェルカム」の８週間区が523kg/10a、

10週間区が664kg/lOa、１２週間区が763kg/lOa、「グリー

ンタワー」の８週間区が625kg／10a、１０週間区が

760kg/10a、１２週間区が820kg/lOaであった。

夏秋芽収量は､｢ウェルカム｣の８週間区が1,540kg/10a、

10週間区が1,207kg/lOa、１２週間区が926kg/10a、「グリー

ンタワー」の８週間区が1,350kg／10a、１０週間区が

856kg/lOa、１２週間区が759kg/10aであった。両品種と

も同様な傾向を示し、春芽収量とは逆に、春芽収種期間

が長いほど、夏秋芽収量は少なかった。また、いずれの

品種も８週間区の収量は、５から６月の夏秋芽収種初期

には他区に比べ多かった。

年間の合計収量は、春芽収穫期間が長いほど少なく、
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立茎が２週間遅くなるごとに、年間収虻では200kg/10ａ

程度の減収となった。

第１図に春芽収穫期間が異なるアスパラガスの各収穫

時期における１週間当たりの春芽上物収量を示した。１

週間ごとの春芽収量は収種時期が遅くなるほど低下し、

特に収穫開始11から12週間目の収樋は、３０～50kg/週／

lOaと他区に比べ低かった。

第２表に春芽収種期間が異なるアスパラガスの夏秋芽

収穫開始日と立茎に要したI]数を示した。両品種とも、

８週間区は５月中旬に収穫が再開し、立茎に要した期間

が52から55日間であったのに対し、１０週間区、１２週間区

は70ｕ間前後を要し、再開は６月中下旬であった。

第１表春芽収穫期間が異なるアスパラガスの春芽および夏秋芽の上物収:吐（kg/10a）

＊
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第２表春芽収樫時期が異なるアスパラガスの立茎および夏秋芽収穫の開始日
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５月１４日

６月１３日
６月２４日
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(49,777b)ｙ
(98,460a）
(91,896a）

24kg／10a、186kg／lOaと、４本区の84kg／lOa、

406kg/lOaに比べて少なく、さらに高温期においても５

本区より少なかった。そのため、夏秋芽の合計収量は、

４本区の1,348kg/10a、５本区の1,417kg/lOaに比べて、

６本区が1,095kg/10aと最も少なかった。

一方、「グリーンタワー」では、立茎初期の５月に４

本区の収量が114kg/10aで他区より多かったのを除き、

立茎本数による収量の統計的な差異はみられなかった。

２．立茎本数が夏秋芽収量に及ぼす影響

第３表に立茎本数が異なるアスパラガスの夏秋芽上物

収量を示した。

品種別にみると、「ウェルカム」では、４本区は収種

初期である５，６月の収量が他区に比べ多く、全夏秋芽

収量の37％がこの時期の収種となった。５本区は、７か

ら９月の高温期の合計収量が1,015kg/10aであり、４本

区の798kg/10a、６本区の808kg/10aに比べ、有意に多

かった。６本区は、初期の５，６月の上物収量が

第３表立茎本数が異なるアスパラガスの夏秋芽上物収量（kg/10a）
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ｙ分散分析により、、.s､：有意差なし、＊：５％レベルで有意差があることを示す。

第４表摘心位置が異なるアスパラガスの夏秋芽上物収量（kg/lOa）
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85.9ａ
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1,085ｂ
1,443ａ

183.8ｂ

163.0ｂ

331.6ａ

160.9

331.9

455.9

第５表摘心位置が異なるアスパラガスの冬刈り時の地上部重、擬葉の繁茂体積、茎葉密度

324b

465a

446a

注）‘異なるアルファベット間にはTukeyの多重検定により５％レベルで有意差があることを示す。

ｙ（擬葉の繁茂体積）＝（株間）×（ベッド幅）×（摘心位置一下部側枝除去位置）とした。

×（冬刈り時の茎葉密度）＝（冬刈り時の地上部重）／（擬葉の繁茂体積）とした。

注）②異なるアルファベット間にはTukeyの多重検定により５％レベルで有意差があることを示す。

ｙ（）内は上物本数（本/10a）とした。

×分散分析により、、.s､：有意差なし、＊：５％レベルで有意差があることを示す。
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冬刈り時地上部重
（ｇ/株）

区
区
区

5,078ａ
3,772ｂ
3,394ｂ

擬葉の繁茂体積ｙ
（㎡/株）

ウェルカム

９０ｃｍ

ｌｌＯｃｍ

ｌ３０ｃｍ

試験区



227.5

371.7

３．摘心位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

第４表に摘心位置が異なるアスパラガスの夏秋芽の上

物収量および上物本数を示した。９０cm区において、夏秋

芽の合計収量は、「ウェルカム」が537kg/10a、「グリー

ンタワー」が831kg/lOaであり、他区が1,000kg/lOa以上

であるのに比較して極端に少なかった。品種別にみると、

「ウェルカム」は６月以降の上物収量が110cm区、

130cm区に比べて90cm区で極端に少なかったが、110cm区

と130cm区の間で収量の違いは認められなかった。一方、

｢グリーンタワー」は130cm区の上物収量が、７月、８月、

９月の高温期にそれぞれ332kg/10a、456kg/10a、387ｋｇ

/10aと他の２区より多くなった。130cm区の夏秋芽合計

収量は1,443kg/10aであり、９０cm区の831kg/10a、110ｃｍ

区の1,085kg/10aよりも優れた。

上物本数についてみると、９０cm区が「ウェルカム」で

は49,777本/10a、「グリーンタワー」では59,623本/10ａ

で、両品種とも他の２区に比べて極端に少なかった。

110cm区と130cm区については、「ウェルカム」ではそれ

ぞれ98,460本/10a、91,896本/10aとほぼ同等であったが、

「グリーンタワー」はｌｌＯｃｍ区が75,486本／10ａ、

130cm区が102,289本/10aで摘心位置が高いほど多かった。

第５表に摘心位置が異なるアスパラガスの冬刈り時の

地上部重を示した。摘心位置を変えた冬刈り時の地上部

重は品種によりやや異なっていた。「ウェルカム」は９０

cm区が3209/株、110cm区が3969/株、130cm区が４９９９／

株であり、摘心位置が高いほど地上部重が重くなったが、

｢グリーンタヮー」は90cm区が3249／株と少なかったも

のの、110cm区、130cm区はそれぞれ4659/株、４４６９/株

と同等であった。擬葉の繁茂体積から計算される冬刈り

時の茎葉密度は、「ウェルカム」の90cm区が5,0789／㎡、

110cm区が3,7729／㎡、130cm区が3,3949／㎡、「グリー

ンタワー」の９０ｃｍ区が５，１３９９／㎡、１１０ｃｍ区が

4,4259／㎡、130cm区が3,0319／㎡となり、両品種とも

摘心位置が低いほど茎葉が密生していた。

夏秋芽合計収量が1,085kg/10aであった「グリーンタ

ワー」の110cm区では、1,443kg/10aであった130cm区に

比べ、地上部重は同等であったのに対し、冬刈り時の茎

葉密度は110cm区で高い値であった。

４．かん水位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

第６表にかん水位置が異なるアスパラガスの夏秋芽上

物収量を示した。「ウェルカム」は、夏秋芽の合計収量

が、通路区1,233kg/lOa、ベッド区1,212kg/lOaとほぼ同

等となり、かん水位置による収量の差はみられなかった。

一方、「グリーンタワー」は、７月、８月、９月の高温

期に、通路区がそれぞれ228kg／10a、229kg／10a、

217kg/10a、ベッド区がそれぞれ467kg/10a、329kg/10a，

329kg/10aであり、ベッド区の収量が多かった。「グリー

ンタワー」のベッド区の最終的な夏秋芽合計収量は

1,358kg/lOaであり、通路区の886kg/lOaに比べ５割以上

の増収となった。

第７表にかん水位置が異なるアスパラガスのベッド中

央部におけるpF値の変化を示した。ベッド中央部のｐＦ

値は、通路区は1.9から2.2の範囲であったのに対し、ベッ

ド区はかん水により1.5から1.9の間で常に低く推移し、

株周囲が湿っていた。

第６表かん水位置が異なるアスパラガスの夏秋芽上物収量（kg/lOa）

4.5
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1.9

1.8

注）’５月22日、２５日、２８日のpF値測定後にかん水を行った。

1７

第７表かん水位置が異なるアスパラガスのベッド中心部におけるpF値の変化
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Ⅳ考 察

１．春芽収穫期間が年間収量に及ぼす影響

両品種とも春芽収穫期間が長いほど、春芽の収量は多

かった。しかし、春芽収穫期間が長いほど、１週間当た

りの出芽数が減少し、１週間ごとの春芽収量は少なくなっ

た。さらに、立茎数の確保が遅く、立茎として残したす

べての茎葉が展開するまでに長期間を要したため、立茎

期間が長くなった。そのため、春芽収稜期間が長い区ほ

ど、夏秋芽の収量や年間の合計収量は少なかった。

春芽収穫期間中の光合成産物は、茎葉が展開していな

いために、ほぼ皆無である。そのため、春芽の生長は前

年までの貯蔵根の貯蔵養分に依存しており、春芽収穫期

間を過度に引き延ばすことは、前年までの貯蔵養分の消

費量を増大させることになると考えられた。露地栽培に

おける収量は前年の地上部繁茂状態や貯蔵根内の糖度に

よって指標化が可能であったとされ（阿部ら、1988)、

最善の状態でも収穫期間は約５０日間、収量は

450～600kg/10aが限界であったとされている（日笠ら、

1996)。崎山ら（1989）は、過剰な収穫等により貯蔵根

中の養分レベルがある一定以下になると、出芽の間隔が

長くなり、収量は低下したとし、さらに多賀ら（1980）

は、その回復には長期間を要したとしている。

半促成長期どり栽培を行った本試験もそれらを裏付け

る結果となった。両品種とも春芽の収穫期間が長期化す

るほど、年間の合計収量は少なかった。さらに春芽収穫

期間が１０週間以上では、立茎期間およびその直後に当た

る５，６月の夏秋芽収量が減少した。これは春芽収穫期

間が長期になり、１週間当たりの出芽数の減少が起こる

ほど株が衰弱して、立茎に要する期間がより長くかかっ

たためと考えられた。

以上のことから、千葉県における半促成長期どり栽培

の春芽収穫は開始から８週間以内で終了することが妥当

であると考えられた。

２．立茎本数が夏秋芽収量に及ぼす影響

両品種とも立茎本数が少ないほど、夏秋芽収穫初期の

収量は多い傾向がみられたが、これは少ない立茎本数の

場合、茎葉の展開に伴う養分競合が早く終了したために、

収種初期の萌芽数が増加したことによると考えられた。

一方、日本国内におけるアスパラガスの主力産地であ

る長野県や北海道では、５，６月が主な出荷時期である。

千葉県産の出荷時期としては、主力産地の出荷時期と異

なる２月から４月の春芽の時期や７月以降が販売戦略上

有利であり、これらの時期に収量性が高い栽培方法が望

まれる。

「ウェルカム」の５本区は、７から９月の高温期の合

1８

計収量が他区に対し多収であり、高温期の収量低下が比

較的少なかった。このことから、光合成による生産と若

茎収穫による消費が同時に行われる夏秋期、特に高温期

には十分な茎葉の繁茂が必要であり、そのために立茎数

を多くする必要があると考えられた。しかし、「ウェル

カム」の６本区は立茎本数の多い処理にもかかわらず、

８月以降の収量が少なく、夏秋芽の収量は最も少なかっ

た。貯蔵根中の糖含量は、収種終了時よりもその後の立

茎発達期の方が低かったとされており（日笠ら、1996)、

立茎を成熟させるには、多くの貯蔵養分を必要とする。

さらに前述のように、貯蔵根中の養分レベルがある一定

以下になると、出芽が鈍化し、その回復には長期を要し

たとされている。６本区は、貯蔵養分が消耗している春

芽収種終了時点において、さらに６本を立茎することで

貯蔵養分が大幅な不足を来し、夏秋芽収量の低下につな

がったと考えられた。

他方、本試験において、「グリーンタワー」の夏秋芽

収量は、５月を除き統計的な差異が認められなかった。

しかし、高温期の４本区の収量は、５本区よりも

125kg/１０a少なく、茎葉部の不足による収量低下が生じ

ている可能性が示唆された。また、５本区と６本区では、

収量差が生じなかったが、ハウス内の限られた面積での

作業性を考慮すると、５本区が有利であると考えられた。

以上から、春芽収穫期間が60日間という条件下におい

て、５本の立茎は、高温期の収量低下が少なく販売上有

利であり、作業性が優れる立茎本数であると考えられた。

３．摘心位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

夏秋芽の上物収量と上物本数は、摘心位置を90cmに低

くすると低下した。

アスパラガスの光飽和点は40から60klxであり、茎葉が

過繁茂状態の場合、擬葉繁茂部位の内部では光合成が十

分に行えなかったとされている（稲垣ら、1989)。特にハ

ウス内で行われる半促成長期どり栽培の場合は、高温や

光量不足になりやすい条件であることから、擬葉繁茂部

位の内部は生産性が低いか、むしろ養分消費量の方が多

い可能性があった。そこで、半促成長期どり栽培による

アスパラガスの適正な茎葉管理の指標として、過繁茂の

程度を示す茎葉の密度が重要な要素であると考えられた。

本試験の結果、夏秋芽収量は「ウェルカム」では110

cm区、130cm区が、「グリーンタワー」では130cm区が多

かった。それに対し、冬刈り時の茎葉密度が5,0009／㎡

以上ある両品種の90cm区、さらに冬刈り時の茎葉密度が

4,4259／㎡である「グリーンタワー」の110cm区では、

収量が少なかった。また、「ウェルカム」の130cm区では、

夏秋芽収量は頭打ちであり、130cm以上に摘心位置を高

くしても収量の増加にはつながらないと考えられた。
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これらのことから、冬刈り時の茎葉の密度が3,031～

3,7729／㎡となり、130cm以下である摘心位置、すなわち、

「ウェルカム」は110cmから130cmが、「グリーンタワー」

は130cmが収量を確保するために適切であると考えられた。

一方、収穫終了後に茎葉の繁茂をほぼ放任とする露地

栽培では、Growthlndex（以下GIとする、＝平均草丈

(c､）×平均茎径（c､）×茎数（本/、)）という指標が

使われることがあり、収穫期間50日間での10a当たりの

翌年の収量は、ＧＩが2,000以下は200kg以下、２，０００～

4,000は150～300kg、4,000以上は250kg以上であったと

されている（日笠ら、1996)。これを株間35cmで株当た

り５本の立茎、平均茎径を1.5cmと仮定して、半促成長

期どり栽培に適用すると、９０cm摘心はＧＩが1,929,110ｃｍ

摘心は2,357,130cm摘心は2,786となり、摘心位置が高

いほど収量性が高いと予想される値であった。これは、

｢ウェルカム」の１１０cm摘心と130cm摘心で収量差がみら

れなかった本試験の収量結果と必ずしも関連してはいな

かった。ＧＩの因数である草丈、茎径、茎数を立茎時に

選択する半促成長期どり栽培において、適正な茎葉管理

や収量予想の指標として、ＧＩを利用することはできな

いと考えられた。

４．かん水位置が夏秋芽収量に及ぼす影響

かん水位置による収量への影響は、品種によって異な

り、「ウェルカム」では増収が認められなかったが、「グ

リーンタワー」では、ベッドかん水により50％以上の増

収となった。

「グリーンタワー」の通路区における収量低下は７月

以降の高温期に顕著であった。アスパラガスが最も多く

の水分を必要とする時期は７から９月であったとされ

(八鍬、1986)、「グリーンタワー」は、「ウェルカム」に

比較して、この時期に株周辺のベッド部分からの吸水が

特に必要であることが示唆された。アスパラガスの根は、

３年生株は52.7％、６年生株は45.3％の本数が株の中

心から20cm以内に存在したとされ（八鍬、1986)、若年

生株ほど根域が狭いために、より株に近い範囲へのかん

水が適切であると考えられた。「グリーンタワー」は、

比較的収量の多い「ウェルカム」よりも根域が狭く、ベッ

ドへかん水することが収量を得るために有効な方法であ

ると考えられた。このことから、若年生株や根域が狭い

品種では、夏秋芽収穫期もベッド部分にかん水を行うこ

とで、増収効果が得られることが示唆された。

Ｖ摘 要

千葉県におけるアスパラガス半促成長期どり栽培を確

立するために、栽培上重要な４つの要因が収量に及ぼす

１９

影響を検討した。

１．年間の収量が最大となる春芽収種期間は８週間で、

収量は「ウェルカム」で2,063kg/10a、「グリーンタワー」

で1,975kg/10aであった。春芽収種期間が長くなるほど、

春芽収量は増加したが、夏秋芽生産に必要な立茎の確保

に期間を要するために夏秋芽収量が減少し、年間収量が

低くなった。

２．主力産地と競合せずに、経営的に有利に販売できる

夏秋芽の収量が最大となる立茎数を検討した。「ウェル

カム」では５本立茎で夏秋芽収量が1,417kg/lOaと最大

になったが、「グリーンタワー」では立茎本数による収

量の有意差は認められなかった。しかし、作業性を考慮

すると、「グリーンタワー」においても５本立茎が最適

であると考えられた。

３．夏秋芽収量を確保するために必要な摘心の高さを検

討した。夏秋芽収量は、「ウェルカム」では110cm及び

130cmで1,274～1,309kg/lOaとなり、「グリーンタワー」

では130cmで1,443kg/lOaとなって、それぞれ最大であっ

た。摘心の高さを低くすると、群落内の茎葉密度は高まっ

たが、光環境が悪化したために収量が低くなった考えら

れた。

４．慣行の通路部分のかん水に対して、ベッド部分のか

ん水を行ったときの収量への影響を検討した。ベッド部

分へのかん水の効果は品種によって異なり、「ウェルカム」

では効果が認められなかったが、「グリーンタワー」では

夏秋芽収量が1,358kg/10aで慣行の50％増収となった。
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EffectsofSomeFactorsonYieldandGrowthofAsparagus

GrownunderProtectedCultivation

TakeshiMAcHIDA,ChikaraKuwATAandYujiUDAGAwA

keywords：asparagus,harvestduration,stalk,ferncutting,irrigation

Summary

Itwasinvestigatedthattheeffectｏｆｓｏｍｅｆａｃｔｏｒｓｏｎａｓｐａｒａｇｕｓｇｒｏｗｎｕndersheltersagainst

therain､Spring-spearwasharvestedwithoutstalksinspring,andsummer-spearcanbeharvested

aftermaturityofthestalks，

１．Themostannualyieldwasobtainedfor8weeksperiodharvestinspring-spearwithheat

insulationfromJanuary､Spring-spearyieldwasincreasedbylongharvestduration,however

annualyieldwasdecreasedinorderthatmaturityofstalksbecａｍｅｓｌｏｗ、

２．Motherfernshouldbecommerciallyconsistof5stalks､Managementof5stalksobtainedthe

maximumyield；１４２ｋｇ/ａａｓｓｕｍｍer-spearharvest､Ｉｔｈａｄｍｏｓｔｙｉｅｌｄｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｆｊｕｓｔ

ｈｏｔｓｕｍｍｅｒ;１０２ｋｇ/a、

３．FerncuttingwasbetteratllO-130cmheightwith”Welcome”ａｎｄａｔｌ３０ｃｍｈｅｉｇｈｔｗｉｔｈ

，'GreenTower”fromtheground・Lowercuttingfernmadeworselightenvironmentasa

resultofhighleafdensity、

４．Summer-spearyieldwasincreasedbythebedirrigationltｍａｄｅ，'GreenTower”yield

increaseby53％,butlittleeffectssuggestedwith”Welcome，'．
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